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研究成果の概要（和文）：本研究では日本国内およびアメリカにおける理科教員養成のあり方に

ついて、特色を持つプログラムの大学の取組みを取り上げ、その特質を分析しつつ、地域にお

ける教育力を向上させる制度について検討した。また、現職教員の資質向上を目指すためのカ

リキュラムとして、物理・化学・生物・地学の領域ごとの研修プログラムを開発し、それらを

用いた実践を行い、その効果について明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）：We discuss a new science teacher education program that provides 
teachers and students with improved scientific literacy and abilities, while they use 
local resource as teaching materials, and continue to investigate their ideas over a long 
term. We also examine several teacher education systems in Japan and United States. For 
the purpose of an in-service training program, we have developed several teaching 
materials for a new elementary and junior high school science curriculum and provided 
workshops for teachers. 
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１．研究開始当初の背景 
 

今日，日常的に進行する理科離れや，PISA や

TIMSS といった国際的な学力調査や全国学力

調査などの結果を受けて，理科教育の立て直

しがはかられている。 

平成 20 年３月に改訂された学習指導要領で

は理数教育の充実がうたわれ，小・中学校に

おける理科の授業数の増加や内容の追加が
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なされ，かつ平成 21 年度から先行実施され

ることとなった。その一方で，「ゆとり世代

教育」の学生が教員養成段階にあり，教員の

資質向上が検討課題となりつつある。また，

教育職員免許法の改正による教員免許更新

講習の実施，教職大学院制度など，現職研修

にかかわる場面でもさまざまな動きが見ら

れている。このように，理科教員をどのよう

に養成していくかについてさまざまな課題

が掲げられている。 
 
 
２．研究の目的 
 

本研究では，これらの改革を理科教育・教

員養成に関する生涯的な継続過程としてと

らえ，理科教育を向上するための方策として，

理科教員を対象とした生涯的・継続的に資質

向上を可能とするカリキュラムについて開

発することを目的とした。 

また，北海道という他府県とは異なる地理

的環境・社会的背景を持つ点を考慮し，地域

的な独自性を打ち出すカリキュラムや組織

作りが可能かどうかについて，行政単位とし

て同じような地理的環境を持ち，生涯的な学

習体系が確立されているアメリカの大学の

システムを参考にしながら，独自のカリキュ

ラム構築のための提言を行うことにある。 

本研究では理科教員の資質向上に関する

プログラムを大きく，教員養成と教員研修と

の２つの視点から取り組むが，従来，この２

つは全く別の事項として扱われてきた点が

ある。そこで，本研究では，教員養成－教育

実習－教員養成と３つの視点から捉え，大学

と学校現場をリンクさせて，理科教員になる

までに求められる資質，理科教員となってか

ら求められる新たな科学的な知識や技能な

どを明らかにしつつ，教育実習といった実践

の場を間に保ちながら，それらを大学が統合

し，中心となって供給するカリキュラムやプ

ログラムの作成を行う。そのために，大学か

ら学校現場までを一つの継続した場として

設定し，生涯的に継続的に資質向上がはかれ

るカリキュラム開発を目指す。 

また，地理的な独自性を持つ北海道として

のカリキュラムや組織作りを構築し，本研究

終了後も発展的に継続できる体制づくりを

目指すものである。 

 
 
３．研究の方法 
 

本研究では，大学研究機関に所属する研究代

表者，研究分担者及び海外共同研究者よって

研究チームを構成した。 

 

研究方法として、以下の３点に絞って研究を

実行した。（１）国内における理科教員養成

の現状と特質の洗い出し及び問題点や課題

の抽出、（２）アメリカにおける理科教員養

成の現状と特質的な取組みの分析、（３）現

職教員を対象とした研修プログラムの開発

と実践事例の開発。 

方法（１）については、研究代表者・分担者

が所属する大学での教員養成の取組みや改

題について資料分析、実践的な事例分析によ

り勧めた。方法（２）については、連携協力

者が属する大学を訪問し、資料収集や実習校

訪問、授業観察、学生や教員へのインタビュ

ー調査を行った。方法（３）については、物

理・化学・生物学・地学のそれぞれの領域に

おける高等学校までの学習内容に照らした

教材の検討や新しい学習指導要領の分析に

基づいて、新たな教材の開発を行い、それら

を用いて教員を対象とする研修会を実施し、

その効果について検証した。 

 
 
 
 



 

 

４．研究成果 
 

本研究では、研究目的の３点についてそれぞ

れ以下のようなことが明らかとなった。 

（１）国内における教員養成大学での独自プ

ログラム 

国内の教員養成課程を有する大学では、それ

ぞれ地域に密着した形での地域と連携した

取組を独自に行っていることがわかった。特

に、教育実習を中心に取組が行われ、その中

で教育現場における実践力を育成する試み

がはかられている。また、その評価方法につ

いても、従来の評価に加え、自己評価を導入

するなど自己育成型をすすめていることが

わかった。 

（２）海外における教員養成システムと免許

更新制 

海外の教員養成システムについて、アメリカ

のイリノイ州立大学、アリゾナ州立大学、ニ

ューヨーク大学バッファロー校を例に分析

した結果、教員免許を取得するプログラムに

おける講義内容については、日本と大きな違

いは見られなかった。しかしながら、大学で

のプログラムと教員免許取得が密接した形

式で実施されており、また、プログラムの中

で筆記試験、実習試験などが行われているこ

とが特徴的であった。さらに、教育実習の時

間数が非常に多く、教員免許を取得するまで

に相当の時間数を割いていることがわかっ

た。また、教員免許については、更新制を導

入しており、普通免許を保有するためには、

大学でのプログラム終了後に取得できる導

入免許に加え、一定期間の教育実績ならびに

研修が義務づけられていること、さらに、普

通免許についても、一定の研修や研究、上級

免許の取得などさまざまな形での研修シス

テムが確立されていることがわかった。 

（３）現職教員研修プログラムの開発 

現職教員を対象とする研修プログラムにつ

いて、自然科学の物理、化学、生物、地学の

それぞれの領域ごとに開発と実践を行った。

平成 20 年改訂の学習指導要領における小・

中学校理科の学習内容をベースとして、今回

の改訂により新たに追加された内容や移行

された内容に関する教材開発を行い、特に、

今回重点に据えられている体験の充実とい

う観点から、実験観察事例の少ない内容の開

発を行った。生物領域では、生命尊重や地域

性を活かした素材を用い、地域の社会教育施

設との連携による試みを導入し、地域の独自

性を活かした研修プログラムが開発でき、研

修に参加した教員からも効果的であるとの

評価を得ることができた。地学領域において

も、北海道の地域性を活かした野外、室内で

の観察プログラムを開発し、試行研修におい

て、高い評価を参加した教員から得られた。 

これらの研修プログラムを教育委員会が実

施する悉皆型研修を補填する形の希望型研

修会として位置づけることで、現職教員の科

学的能力や実験観察能力の向上を図ること

が可能になると思われる。 

今後の教員養成システムでは、本研究で明

らかとなった上記の３点をさまざまな形で

導入し、生涯的に研修・養成が行えるシステ

ムを構築していくことが課題となる。また、

その実施にむけて、地域におけるネットワー

ク構築が不可欠となると思われる。 
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